
取引の信頼を、確かなセキュリティから。

SCS評価制度への

対応はお済みですか？

サプライチェーン攻撃の増加 取引先からの要求強化 取引継続・新規受注につながる

今回の主な検討対象

評価レベルの全体像

サプライチェーン全体の強靭化と、取引の継続・拡大のために

評価される6つの領域 （SCS共通基準）

大手企業や自治体を中心に、
SCS評価取得の有無やレベルを

取引条件とするケースが増えています。

対策を「見える化」し、客観的に証明
することで、信頼獲得とビジネス機会の

拡大につながります。

評価レベルは★１～★５まで。今回の主な検討対象は★３ ・ ★４です。

株式会社アクトシステムズ

なぜ今、SCS評価制度が注目されているのか？

❶ ガバナンス ❷ 識別 ❸ 防御

❺ 対応 ❻ 復旧

経営層の関与、
方針・体制の

整備、リスク管理、
教育・訓練、等

資産の現状把握、
外部情報

サービス管理、
脆弱性管理、等

アクセス制御、
脆弱性管理、

マルウェア対策、
ログ管理、等

アクセス制御、
脆弱性管理、

マルウェア対策、
ログ管理、等

事業継続計画
(BCP)、

バックアップ、
復旧体制、

演習・見直し、等

★１
自己宣言

★２
自己宣言

★３
専門家確認付き
自己評価

★４
第三者評価・
技術検証

★５
今後検討

基本的な対策を
自己評価し宣言

重要な対策を
自己評価し宣言

一般的なサイバー脅威に
対処できる水準

被害拡大防止・取引先保護を
含む高度な水準

将来的に
検討する段階

セキュリティが手薄な取引先を狙った
攻撃が拡大。自社だけでなく、取引先
全体の対策が重要になっています。

SCS評価制度とは

企業のセキュリティ対策を共通の基準で評価・可視化する

制度です。発注側・受注側の負担を軽減しながら、

サプライチェーン全体のセキュリティ水準向上を目指します。

共通のものさしで、
対策状況を可視化

発注側
(依頼元)

受注側
(受託先)

・ 取引先の対策状況が
見えにくい

・ 要求の妥当性を

捉えにくい

・ 取引先ごとに
要求が異なる

・ 回答・証跡準備の

負担が大きい

SCS評価制度

※SCS：Supply Chain Security

26要求事項
81評価基準

43要求事項
153評価基準

❹ 検知

異常検知、
監視体制、
インシデントの
早期発見、等
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2026年7～9月 2026年10～12月 2027年1～2月 2027年3月頃～ 取得後(継続)

制度施行ロードマップ (目安)

制度理解から申請準備、取得後の運用改善までワンストップで支援します。

無料簡易診断 現在のセキュリティ対策状況をヒアリングし、
対象範囲と現在地を整理します。

ギャップ分析
SCSの要求事項との差分を可視化し、
課題と優先順位を明確にします。

改善計画の策定
優先順位をつけてロードマップを作成。
無理のない計画で改善を進めます。

組織的・人的技術対策の導入・運用支援
SCSの要求事項を満たす最適な技術対策を
ご提案・導入・運用まで支援します。

★3申請支援～認定
★4申請支援

規定・運用の整備、証跡の順位、自己評価の実施を支援。
セキュリティ専門家による確認・助言・署名までサポートします。

取得後の継続運用支援
取得後の運用改善、対策の見直し、次のレベル(★4)への
ステップアップまで継続的にサポートします。

アクトシステムズのSCS評価制度対応 伴走支援サービス

STEP

１

STEP

２

STEP

３

STEP

４

STEP

５

STEP

６

まずは「無料簡易診断」で、貴社の現在地を確認しませんか？

✓制度対応の対象範囲

✓優先して実施すべき対策

✓現在の評価レベル

✓概算予算

制度理解 現状診断・分析 改善・申請準備 申請・登録 継続運用・改善

・制度説明・要件理解
・対象範囲・体制の管理
・簡易診断・現状把握

・詳細ギャップ分析
・課題の可視化
・改善計画の策定

・規定/運用/証跡整備
・技術対策の導入/強化
・自己評価レポート作成

・専門家による確認/署名
・経営層の自己適合宣誓
・事務局へ申請/登録

・運用状況のモニタリング
・年次見直し/改善活動
・次年度の自己評価準備

登録セキュリティ専門家が支援します！

2027年1月頃、当社からSCS登録

セキュリティ専門家候補3名程度が
指定研修を受講(予定) 株式会社アクトシステムズ

株式会社アクトシステムズ 営業課

〒720-0067 広島県福山市西町2丁目12番8号

TEL：084-921-3280（代）

ご相談

無料

統治(GV) 識別(ID) 防御(PR) 検知(DE) 対応(RS) 復旧(RC)

規程整備、
情報セキュリティポリシー、

取引先管理

IT資産管理、
クラウド管理、リスク管理

ID管理、パスワード管理、
MFA、UTM、

EDR/MDR、SIEM
インシデント

対応手順の作成
3-2-1-1-0ルール準拠の
バックアップ、リカバリ

お問合せ先

https://www.act-systems.co.jp/
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